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第 1 号議案 令和 5 年度　福 井 県 一 般 会 計 予 算

　令和 5 年度福井県の一般会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第 1 条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 486,066,391千円と定める。　

2 　歳入歳出予算の款項の区分および当該区分ごとの金額は、「第 1 表歳入歳出予算｣ による。

（債務負担行為）

第 2 条　地方自治法第214条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間および限度額は、「第 2 表債務負担行為」

による。

（地方債）

第 3 条　地方自治法第230条第 1 項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率および償還の方

法は、「第 3 表地方債」による。

（一時借入金）

第 4 条　地方自治法第235条の 3 第 2 項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、65,000,000千円と定める。

（歳出予算の流用）

第 5 条　地方自治法第220条第 2 項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと

　定める。

⑴　各項に計上した給料、報酬、職員手当および共済費に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各

　項の間の流用

⑵　第13款諸支出金各項に計上した予算額に過不足を生じた場合におけるこれらの経費の各項の間の流用

第 1号議案　令和 5 年度福井県一般会計予算 1



	 令 和 5  年  2  月  8  日 提 出

	 福 井 県 知 事	 杉　　　本　　　達　　　治

第 1号議案　令和 5 年度福井県一般会計予算 2



歳入歳出予算 歳　　　　　　　　　　入 （単位　千円）第１表

款 項 金　　　　　　　　額

県税１     126,160,640

県民税      31,626,922１

事業税      28,490,999２

地方消費税      28,020,965３

不動産取得税       1,990,022４

県たばこ税         848,286５

ゴルフ場利用税         228,373６

軽油引取税       7,538,978７

自動車税      12,798,505８

鉱区税           1,766９

狩猟税           8,63810

核燃料税      14,549,73011

旧法による税          57,45612

地方消費税清算金２      39,882,467

地方消費税清算金      39,882,467１

地方譲与税３      15,570,941

第１号議案 令和 5年度福井県一般会計予算 33第 1 号議案　令和 5 年度福井県一般会計予算



項 金　　　　　　　　額款

特別法人事業譲与税      13,791,047１

地方揮発油譲与税       1,520,593２

石油ガス譲与税          60,023３

自動車重量譲与税         132,239４

地方道路譲与税               1５

森林環境譲与税          66,590６

航空機燃料譲与税             448７

地方特例交付金４         496,000

地方特例交付金         496,000１

地方交付税５     129,477,000

地方交付税     129,477,000１

交通安全対策特別交付金６         200,000

交通安全対策特別交付金         200,000１

分担金および負担金７       1,528,571

負担金       1,528,571１

使用料および手数料８       5,697,131

使用料       4,563,844１

手数料       1,133,287２

第１号議案　令和 5年度福井県一般会計予算 4

国庫支出金９      55,648,972

国庫負担金      28,963,465１

国庫補助金      26,087,895２

委託金         597,612３

財産収入10       1,278,292

財産運用収入         526,874１

財産売払収入         751,418２

寄附金11         196,926

寄附金         196,926１

繰入金12      12,853,248

特別会計繰入金         289,020１

公営企業会計繰入金         121,577２

基金繰入金      12,442,651３

繰越金13       1,000,000

繰越金       1,000,000１

諸収入14      47,616,203

延滞金、加算金および過料等          80,847１

県預金利子             190２

貸付金元利収入      42,506,889３

第１号議案 令和 5年度福井県一般会計予算 5

4第 1 号議案　令和 5 年度福井県一般会計予算



国庫支出金９      55,648,972

国庫負担金      28,963,465１

国庫補助金      26,087,895２

委託金         597,612３

財産収入10       1,278,292

財産運用収入         526,874１

財産売払収入         751,418２

寄附金11         196,926

寄附金         196,926１

繰入金12      12,853,248

特別会計繰入金         289,020１

公営企業会計繰入金         121,577２

基金繰入金      12,442,651３

繰越金13       1,000,000

繰越金       1,000,000１

諸収入14      47,616,203

延滞金、加算金および過料等          80,847１

県預金利子             190２

貸付金元利収入      42,506,889３

第１号議案 令和 5年度福井県一般会計予算 55第 1 号議案　令和 5 年度福井県一般会計予算



項 金　　　　　　　　額款

受託事業収入         756,808４

収益事業収入       1,959,000５

利子割精算金収入               1６

雑入       2,312,468７

県債15      48,460,000

県債      48,460,000１

歳　　　　　　　入　　　　　　　合　　　　　　　計     486,066,391

第１号議案　令和 5年度福井県一般会計予算 6

歳　　　　　　　　　　出 （単位　千円）

款 項 金　　　　　　　　額

議会費１       1,046,225

議会費       1,046,225１

総務費２      48,386,449

総務管理費      11,922,103１

企画費      24,984,185２

徴税費       2,943,931３

市町振興費       6,199,038４

選挙費         438,783５

防災費       1,565,851６

統計調査費         109,593７

人事委員会費          93,000８

監査委員費         129,965９

民生費３      47,804,724

社会福祉費      31,671,939１

児童福祉費      15,256,230２

生活保護費         503,460３

第１号議案　令和 5年度福井県一般会計予算 7

6第 1 号議案　令和 5 年度福井県一般会計予算



歳　　　　　　　　　　出 （単位　千円）

款 項 金　　　　　　　　額

議会費１       1,046,225

議会費       1,046,225１

総務費２      48,386,449

総務管理費      11,922,103１

企画費      24,984,185２

徴税費       2,943,931３

市町振興費       6,199,038４

選挙費         438,783５

防災費       1,565,851６

統計調査費         109,593７

人事委員会費          93,000８

監査委員費         129,965９

民生費３      47,804,724

社会福祉費      31,671,939１

児童福祉費      15,256,230２

生活保護費         503,460３

第１号議案　令和 5年度福井県一般会計予算 77第 1 号議案　令和 5 年度福井県一般会計予算



項 金　　　　　　　　額款

災害救助費          26,217４

自然保護費         346,878５

衛生費４      22,984,550

公衆衛生費      15,215,784１

環境衛生費       1,110,108２

保健所費         140,693３

医薬費       6,517,965４

労働費５       1,615,408

労政費       1,137,029１

職業訓練費         401,736２

労働委員会費          76,643３

農林水産費６      24,001,452

農業費      10,421,324１

畜産業費         401,412２

農地費       7,792,539３

林業費       4,260,473４

水産業費       1,125,704５

商工費７      60,397,500

第１号議案　令和 5年度福井県一般会計予算 8

商業費      47,447,065１

工鉱業費      11,189,868２

繊維産業費          23,938３

観光費       1,736,629４

土木費８      39,739,439

土木管理費       6,979,613１

道路橋りょう費      17,807,198２

河川海岸費      11,064,239３

港湾費       2,380,509４

都市計画費       1,078,943５

住宅費         428,937６

警察費９      22,613,009

警察管理費      20,946,277１

警察活動費       1,666,732２

教育費10      95,163,871

教育総務費      15,778,107１

小中学校費      39,866,621２

高等学校費      18,296,569３

特別支援学校費       8,146,900４

第１号議案　令和 5年度福井県一般会計予算 9
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商業費      47,447,065１

工鉱業費      11,189,868２

繊維産業費          23,938３

観光費       1,736,629４

土木費８      39,739,439

土木管理費       6,979,613１

道路橋りょう費      17,807,198２

河川海岸費      11,064,239３

港湾費       2,380,509４

都市計画費       1,078,943５

住宅費         428,937６

警察費９      22,613,009

警察管理費      20,946,277１

警察活動費       1,666,732２

教育費10      95,163,871

教育総務費      15,778,107１

小中学校費      39,866,621２

高等学校費      18,296,569３

特別支援学校費       8,146,900４

第１号議案　令和 5年度福井県一般会計予算 99第 1 号議案　令和 5 年度福井県一般会計予算



項 金　　　　　　　　額款

大学費       3,491,793５

社会教育費       8,420,164６

保健体育費       1,163,717７

災害復旧費11       6,254,723

農林水産施設災害復旧費       1,254,273１

土木施設災害復旧費       5,000,450２

公債費12      63,046,336

公債費      63,046,336１

諸支出金13      52,212,705

地方消費税清算金      27,752,730１

利子割交付金          45,594２

配当割交付金         655,560３

株式等譲渡所得割交付金         487,038４

法人事業税交付金       2,683,658５

地方消費税交付金      20,026,882６

ゴルフ場利用税交付金         159,891７

自動車取得税交付金          38,209８

環境性能割交付金         363,141９

第１号議案　令和 5年度福井県一般会計予算 10

利子割精算金               210

予備費14         800,000

予備費         800,000１

歳　　　　　　　出　　　　　　　合　　　　　　　計     486,066,391

第１号議案　令和 5年度福井県一般会計予算 11
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利子割精算金               210

予備費14         800,000

予備費         800,000１

歳　　　　　　　出　　　　　　　合　　　　　　　計     486,066,391

第１号議案　令和 5年度福井県一般会計予算 1111第 1 号議案　令和 5 年度福井県一般会計予算



事 項 期 間 限 度 額

地 方 債 証 券 の 共 同 発 行 に よ っ て 生 ず る 連 帯 債 務 令和 5 年度 ～ 令和15年度 共同発行団体による共同発行の総額から本県の負
担額を控除した額およびこれに対する利子相当額

外 国 人 観 光 客 誘 致 拡 大 事 業 費 令和 6 年度 12 , 000

海 外 ク ル ー ズ 客 船 お も て な し 事 業 費 令和 6 年度 9, 985

多 様 な 宿 泊 施 設 整 備 支 援 事 業 費 令和 6 年度 180 , 000

児 童 科 学 館 改 修 事 業 費 令和 6 年度 676 , 891

医 師 確 保 修 学 資 金 貸 付 金 令和 6 年度 ～ 令和10年度 93 , 798

陽 子 線 が ん 治 療 資 金 利 子 補 給 令和 6 年度 ～ 令和10年度 619

県 制 度 融 資 利 子 補 給 令和 6 年度 ～ 令和 8 年度 40 , 000

県 制 度 融 資 保 証 料 補 給 令和 6 年度 ～ 令和10年度 148 , 854

県 制 度 融 資 損 失 補 償 令和 5 年度 ～ 令和16年度 94 , 400

勤 労 者 住 宅 資 金 （ 生 活 支 援 分 ） 利 子 補 給 令和 6 年度 ～ 令和10年度 16 , 273

離 転 職 者 等 能 力 開 発 推 進 事 業 費 令和 6 年度 ～ 令和 7 年度 56 , 390

農 業 近 代 化 資 金 利 子 補 給 令和 6 年度 ～ 令和26年度 47 , 364

農 業 経 営 支 援 資 金 利 子 補 給 令和 6 年度 ～ 令和11年度 2, 005

農 地 中 間 管 理 事 業 資 金 借 入 金 損 失 補 償 令和 5 年度 ～ 令和 9 年度 21 , 000

養 殖 業 生 産 拡 大 支 援 事 業 費 令和 8 年度 ～ 令和14年度 4, 666

第 2 表 債務負担行為 (単位　千円)
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漁 業 近 代 化 資 金 利 子 補 給 令和 6 年度 ～ 令和26年度 71 , 033

漁 業 経 営 維 持 安 定 資 金 利 子 補 給 令和 6 年度 ～ 令和15年度 4, 326

水 産 業 振 興 資 金 利 子 補 給 令和 6 年度 ～ 令和10年度 6, 477

新 規 漁 業 就 業 者 定 着 支 援 資 金 貸 付 金 令和 6 年度 ～ 令和 8 年度 11 , 490

漁 業 経 営 維 持 安 定 資 金 損 失 補 償 令和 5 年度 ～ 令和16年度 4, 185

林 業 近 代 化 資 金 利 子 補 給 令和 6 年度 ～ 令和21年度 5, 206

土 地 改 良 事 業 費 令和 6 年度 330 , 000

農 地 防 災 事 業 費 令和 6 年度 ～ 令和 7 年度 437 , 000

道 路 新 設 改 良 事 業 費 令和 6 年度 210 , 000

橋 り ょ う 新 設 改 良 事 業 費 令和 6 年度 380 , 000

河 川 改 良 事 業 費 令和 6 年度 417 , 000

吉 野 瀬 川 ダ ム 建 設 事 業 費 令和 6 年度 600 , 000

港 湾 建 設 事 業 費 令和 6 年度 54 , 000

県 立 学 校 施 設 リ フ レ ッ シ ュ 事 業 費 令和 6 年度 1, 248 , 340

県 立 学 校 再 編 施 設 整 備 事 業 費 令和 6 年度 3, 168 , 676

大 野 警 察 署 建 設 事 業 費 令和 6 年度 1, 710 , 638

財 務 会 計 シ ス テ ム 再 構 築 事 業 費 令和 6 年度 ～ 令和 7 年度 568 , 454
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(単位　千円)第 3 表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

北陸新幹線建設事業費 2, 112 , 000 普通貸借または
証 券 発 行

7.0％以内 償 還 年 限 3 0 年 以 内

地域鉄道支援事業費 9, 954 , 000 〃 〃

企画調整事業費 56, 000 〃 〃

生活学習館運営費 78, 000 〃 〃

防災対策費 65, 000 〃 〃

ふくい健康の森整備費 37, 000 〃 〃

児童厚生施設費 11, 000 〃 〃

小児療育センター整備費 35, 000 〃 〃

児童相談所費 1, 432 , 000 〃 〃

和敬学園施設整備費 3, 000 〃 〃

市町災害援護資金貸付金 1, 000 〃 〃

自然公園施設整備事業費 82, 000 〃 〃

看護専門学校整備費 14, 000 〃 〃

産業人材育成推進費 18, 000 〃 〃

土地改良事業費 694 , 000 〃 〃

ただし、利率見直し方式で
借り入れる政府資金及び地
方公共団体金融機構資金に
ついて、利率の見直しを行
った後においては、当該見
直し後の利率

⎧
⎜
⎜⎜
⎩

⎧
⎜
⎜⎜
⎩

（政府資金、その他）
その他の事項
⑴　工事または財政その他の都合により、
　起債額の全部または一部を翌年度に繰延
　起債することができる。
⑵　本債の償還は、毎年度２期に分け各半
　年分を支払う。ただし、１期に満たない
　端数があるときは日割計算による。　
⑶　本債は、その融通条件により変更する
　ことができる。
⑷　財政の都合もしくは政府資金またはそ
　の他の融通条件により、償還年限を変更
　し、または繰上償還し、あるいは低利借
　換することができる。繰上償還は、据置
　期間中にもすることができる。
⑸　本債は、県税、その他の歳入をもって
　償還する。

（うち据置期間５年以内）
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農地防災事業費 776 , 000 〃 〃

林道事業費 96, 000 〃 〃

治山事業費 600 , 000 〃 〃

総合グリーンセンター費 83, 000 〃 〃

漁港建設事業費 227 , 000 〃 〃

情報産業集積促進事業費 13, 000 〃 〃

地場産業振興対策事業費 402 , 000 〃 〃

陶芸公園管理費 3, 000 〃 〃

観光施設整備事業費 86, 000 〃 〃

建築指導費 1, 433 , 000 〃 〃

道路事業費 5, 053 , 000 〃 〃

国直轄道路事業費 5, 370 , 000 〃 〃

河川事業費 3, 079 , 000 〃 〃

国直轄河川事業費 3, 307 , 000 〃 〃

砂防事業費 522 , 000 〃 〃

国直轄砂防事業費 72, 000 〃 〃

海岸保全事業費 62, 000 〃 〃

港湾建設事業費 245 , 000 〃 〃

国直轄港湾事業費 172 , 000 〃 〃

空港建設事業費 2, 000 〃 〃

街路事業費 129 , 000 〃 〃

公園緑地事業費 226 , 000 〃 〃

県営住宅建設費 51, 000 〃 〃

車輌等整備費 26, 000 〃 〃
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交通安全施設整備費 288 , 000 〃 〃

高等学校整備費 1, 972 , 000 〃 〃

特別支援学校整備費 39, 000 〃 〃

県立大学施設整備費 200 , 000 〃 〃

文化施設整備費 4, 146 , 000 〃 〃

図書館管理費 7, 000 〃 〃

青年の家等管理費 92, 000 〃 〃

福井運動公園整備費 2, 000 〃 〃

過年発生耕地災害復旧費（公共） 10, 000 〃 〃

現年発生耕地災害復旧費（公共） 7, 000 〃 〃

現年発生漁港災害復旧費（公共） 59, 000 〃 〃

現年発生治山施設災害復旧費（公共） 29, 000 〃 〃

過年発生河川等災害復旧費（公共） 658 , 000 〃 〃

現年発生河川等災害復旧費（公共） 1, 067 , 000 〃 〃

河川等災害復旧費（県単） 30, 000 〃 〃

現年発生港湾災害復旧費（公共） 66, 000 〃 〃

臨時財政対策債 2, 377 , 000 〃 〃

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

警察署庁舎建設費 784 , 000 普通貸借または
証 券 発 行

7.0％以内 償 還 年 限 3 0 年 以 内

ただし、利率見直し方式で
借り入れる政府資金及び地
方公共団体金融機構資金に
ついて、利率の見直しを行
った後においては、当該見
直し後の利率

⎧
⎜
⎜⎜
⎩

⎧
⎜
⎜⎜
⎩

（政府資金、その他）
（うち据置期間５年以内）
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合 計 48,460,000
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第 2 号議案 令和 5 年度　福 井 県 公 債 管 理 特 別 会 計 予 算

　令和 5 年度福井県公債管理特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第 1 条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 111,265,351千円と定める。　

2 　歳入歳出予算の款項の区分および当該区分ごとの金額は、「別表歳入歳出予算｣ による。

（地方債）

第 2 条　地方自治法（昭和22年法律第67号）第230条第 1 項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方

法、利率および償還の方法は、次表「地方債」による。

　　　　地　方　債

起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千円

借 換 債 35,2 3 1 , 0 0 0

普通貸借または
証　券　発　行

（政府資金、その他）
7 . 0％以内

償還年限 2 0 年以内

（うち据置期間 5年以内）
ただし、利率見直し方式で
借り入れる政府資金及び地
方公共団体金融機構資金に
ついて、利率の見直しを
行った後においては、当該
見直し後の利率

⎧
⎜
⎜⎜
⎩

⎧
⎜
⎜⎜
⎩
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	 令 和 5  年  2  月  8  日 提 出

	 福 井 県 知 事	 杉　　　本　　　達　　　治
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歳入歳出予算 歳　　　　　　　　　　入 （単位　千円）別　表

款 項 金　　　　　　　　額

繰入金１      76,034,351

一般会計繰入金      62,700,351１

基金繰入金      13,334,000２

県債２      35,231,000

県債      35,231,000１

歳　　　　　　　入　　　　　　　合　　　　　　　計     111,265,351

第２号議案　令和 5年度福井県公債管理特別会計予算 321第 2 号議案　令和 5 年度福井県公債管理特別会計予算



歳　　　　　　　　　　出 （単位　千円）

款 項 金　　　　　　　　額

公債費１     111,265,351

公債費     111,265,351１

歳　　　　　　　出　　　　　　　合　　　　　　　計     111,265,351

第２号議案　令和 5年度福井県公債管理特別会計予算 422第 2 号議案　令和 5 年度福井県公債管理特別会計予算



第 3 号議案 令和 5 年度　福井県用品等集中管理事業特別会計予算

　令和 5 年度福井県用品等集中管理事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第 1 条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 273,915千円と定める。　

2 　歳入歳出予算の款項の区分および当該区分ごとの金額は、「別表歳入歳出予算｣ による。

	 令 和 5  年  2  月  8  日 提 出

	 福 井 県 知 事	 杉　　　本　　　達　　　治
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歳入歳出予算 歳　　　　　　　　　　入 （単位　千円）別　表

款 項 金　　　　　　　　額

使用料および手数料１          49,388

使用料          48,803１

手数料             585２

財産収入２         169,190

財産売払収入         169,190１

繰越金３           5,269

繰越金           5,269１

諸収入４          50,068

雑入          50,068１

歳　　　　　　　入　　　　　　　合　　　　　　　計         273,915

第３号議案　令和 5年度福井県用品等集中管理事業特別会計予算 325第 3 号議案　令和 5 年度福井県用品等集中管理事業特別会計予算



歳　　　　　　　　　　出 （単位　千円）

款 項 金　　　　　　　　額

用品等集中管理費１         273,915

用品調達費         189,981１

自動車管理費          33,865２

文書事務管理費          50,069３

歳　　　　　　　出　　　　　　　合　　　　　　　計         273,915

第３号議案　令和 5年度福井県用品等集中管理事業特別会計予算 426第 3 号議案　令和 5 年度福井県用品等集中管理事業特別会計予算



第 4 号議案 令和 5 年度　福井県災害救助基金特別会計予算

　令和 5 年度福井県災害救助基金特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第 1 条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 20,363千円と定める。　

2 　歳入歳出予算の款項の区分および当該区分ごとの金額は、「別表歳入歳出予算｣ による。

	 令 和 5  年  2  月  8  日 提 出

	 福 井 県 知 事	 杉　　　本　　　達　　　治
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歳入歳出予算 歳　　　　　　　　　　入 （単位　千円）別　表

款 項 金　　　　　　　　額

財産収入１              21

財産運用収入              21１

繰入金２          20,342

一般会計繰入金          20,342１

歳　　　　　　　入　　　　　　　合　　　　　　　計          20,363

第４号議案　令和 5年度福井県災害救助基金特別会計予算 329第 4 号議案　令和 5 年度福井県災害救助基金特別会計予算



歳　　　　　　　　　　出 （単位　千円）

款 項 金　　　　　　　　額

民生費１          20,363

災害救助基金          20,363１

歳　　　　　　　出　　　　　　　合　　　　　　　計          20,363

第４号議案　令和 5年度福井県災害救助基金特別会計予算 430第 4 号議案　令和 5 年度福井県災害救助基金特別会計予算



第 5 号議案 令和 5 年度　福井県国民健康保険特別会計予算

　令和 5 年度福井県国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第 1 条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 64,515,972千円と定める。　

2 　歳入歳出予算の款項の区分および当該区分ごとの金額は、「別表歳入歳出予算｣ による。

	 令 和 5  年  2  月  8  日 提 出

	 福 井 県 知 事	 杉　　　本　　　達　　　治
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歳入歳出予算 歳 　入 （単位　千円）別　表

款 項 金　 　　額

分担金および負担金１  17,777,467

負担金  17,777,467１

国庫支出金２  16,321,706

国庫負担金  11,930,071１

国庫補助金   4,391,635２

前期高齢者交付金３  24,809,393

前期高齢者交付金  24,809,393１

共同事業交付金４  156,721

共同事業交付金     156,721１

財産収入５  149

財産運用収入   149１

繰入金６   4,522,449

他会計繰入金   3,811,000１

基金繰入金     711,449２

繰越金７  922,649

繰越金     922,649１

第５号議案　令和 5年度福井県国民健康保険特別会計予算 333第 5 号議案　令和 5 年度福井県国民健康保険特別会計予算



項 金　　　　　　　　額款

諸収入８           5,438

雑入           5,438１

歳　　　　　　　入　　　　　　　合　　　　　　　計      64,515,972

第４号議案　令和 5年度福井県国民健康保険特別会計予算 434第 5 号議案　令和 5 年度福井県国民健康保険特別会計予算



歳 　出 （単位　千円）

款 項 金　 　　額

民生費１  64,515,972

国民健康保険費  64,515,972１

歳　 出　 　　合　　 　計  64,515,972

第５号議案　令和 5年度福井県国民健康保険特別会計予算 535第 5 号議案　令和 5 年度福井県国民健康保険特別会計予算





第 6 号議案 令和 5 年度　福井県母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計予算

　令和 5 年度福井県母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第 1 条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 92,675千円と定める。　

2 　歳入歳出予算の款項の区分および当該区分ごとの金額は、「別表歳入歳出予算｣ による。

（債務負担行為）

第 2 条　地方自治法（昭和22年法律第67号）第214条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間および限度額は、

次表「債務負担行為」による。

　　　　債 務 負 担 行 為

事 項 期 間 限 度 額

千円
母子福祉資金貸付金 令和 6年度～令和10年度 24,0 3 7

父子福祉資金貸付金 令和 6年度～令和10年度 17,7 1 2

寡婦福祉資金貸付金 令和 6年度～令和10年度 13,4 2 8
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	 令 和 5  年  2  月  8  日 提 出

	 福 井 県 知 事	 杉　　　本　　　達　　　治

第 6号議案　令和 5 年度福井県母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計予算 38



歳入歳出予算 歳　　　　　　　　　　入 （単位　千円）別　表

款 項 金　　　　　　　　額

財産収入１               7

財産運用収入               7１

繰入金２           1,879

一般会計繰入金           1,879１

繰越金３          41,913

繰越金          41,913１

諸収入４          48,876

貸付金元利収入          48,765１

雑入             111２

歳　　　　　　　入　　　　　　　合　　　　　　　計          92,675

第６号議案　令和 5年度福井県母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計予算 339第 6 号議案　令和 5 年度福井県母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計予算



歳　　　　　　　　　　出 （単位　千円）

款 項 金　　　　　　　　額

民生費１          92,675

母子父子寡婦福祉資金貸付金          92,675１

歳　　　　　　　出　　　　　　　合　　　　　　　計          92,675

第６号議案　令和 5年度福井県母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計予算 440第 6 号議案　令和 5 年度福井県母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計予算



第 7 号議案

　令和 5 年度福井県営産業団地整備事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第 1 条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 609,824千円と定める。　

2 　歳入歳出予算の款項の区分および当該区分ごとの金額は、「別表歳入歳出予算｣ による。

（債務負担行為）

第 2 条　地方自治法（昭和22年法律第67号）第214条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間および限度額は、

次表「債務負担行為」による。

　　　　債 務 負 担 行 為

事 項 期 間 限 度 額

千円
県営産業団地整備事業費 令和 6年度 188, 2 8 9

（地方債）

第 3 条　地方自治法第230条第 1 項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率および償還の方

法は、次表「地方債」による。

令和 5 年度　福井県営産業団地整備事業特別会計予算

第7号議案　令和 5 年度福井県営産業団地整備事業特別会計予算 41



	 令 和 5  年  2  月  8  日 提 出

	 福 井 県 知 事	 杉　　　本　　　達　　　治

　　　　地　方　債

起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千円

県営産業団地整備
事 業 費 406, 0 0 0

普通貸借または
証　券　発　行

（政府資金、その他） 7 . 0％以内
償還年限 3 0 年以内

（うち据置期間 5年以内）
ただし、利率見直し方式で
借り入れる政府資金及び地
方公共団体金融機構資金に
ついて、利率の見直しを
行った後においては、当該
見直し後の利率

⎧
⎜
⎜⎜
⎩

⎧
⎜
⎜⎜
⎩

第 7 号議案　令和 5 年度福井県営産業団地整備事業特別会計予算 42



歳入歳出予算 歳　　　　　　　　　　入 （単位　千円）別　表

款 項 金　　　　　　　　額

繰入金１             549

一般会計繰入金             549１

諸収入２         203,275

雑入         203,275１

県債３         406,000

県債         406,000１

歳　　　　　　　入　　　　　　　合　　　　　　　計         609,824

第７号議案　令和 5年度福井県県営産業団地整備事業特別会計予算 343第 7 号議案　令和 5 年度福井県営産業団地整備事業特別会計予算



歳　　　　　　　　　　出 （単位　千円）

款 項 金　　　　　　　　額

商工費１         609,824

県営産業団地整備費         609,824１

歳　　　　　　　出　　　　　　　合　　　　　　　計         609,824

第７号議案　令和 5年度福井県県営産業団地整備事業特別会計予算 444第 7 号議案　令和 5 年度福井県営産業団地整備事業特別会計予算



第 8 号議案 令和 5 年度　福井県中小企業支援資金貸付金特別会計予算

　令和 5 年度福井県中小企業支援資金貸付金特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第 1 条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 1,338,754千円と定める。　

2 　歳入歳出予算の款項の区分および当該区分ごとの金額は、「別表歳入歳出予算｣ による。

（地方債）

第 2 条　地方自治法（昭和22年法律第67号）第230条第 1 項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方

法、利率および償還の方法は、次表「地方債」による。

　　　　地　方　債

起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千円

小規模企業者等設備
貸 与 資 金 貸 付 金 706, 5 0 0

普通貸借または
証　券　発　行

（政府資金、その他） 7 . 0％以内
償還年限 3 0 年以内

（うち据置期間 5年以内）
ただし、利率見直し方式で
借り入れる政府資金及び地
方公共団体金融機構資金に
ついて、利率の見直しを
行った後においては、当該
見直し後の利率

⎧
⎜
⎜⎜
⎩

⎧
⎜
⎜⎜
⎩

第 8 号議案　令和 5 年度福井県中小企業支援資金貸付金特別会計予算 45



	 令 和 5  年  2  月  8  日 提 出

	 福 井 県 知 事	 杉　　　本　　　達　　　治

第 8号議案　令和 5 年度福井県中小企業支援資金貸付金特別会計予算 46



歳入歳出予算 歳　　　　　　　　　　入 （単位　千円）別　表

款 項 金　　　　　　　　額

財産収入１              76

財産運用収入              76１

繰入金２          95,838

一般会計繰入金          95,838１

繰越金３          18,779

繰越金          18,779１

諸収入４         517,561

貸付金元利収入         517,561１

県債５         706,500

県債         706,500１

歳　　　　　　　入　　　　　　　合　　　　　　　計       1,338,754

第８号議案　令和 5年度福井県中小企業支援資金貸付金特別会計予算 347第 8 号議案　令和 5 年度福井県中小企業支援資金貸付金特別会計予算



歳　　　　　　　　　　出 （単位　千円）

款 項 金　　　　　　　　額

商工費１       1,338,754

中小企業支援資金貸付金       1,338,754１

歳　　　　　　　出　　　　　　　合　　　　　　　計       1,338,754

第８号議案　令和 5年度福井県中小企業支援資金貸付金特別会計予算 448第 8 号議案　令和 5 年度福井県中小企業支援資金貸付金特別会計予算



第 9 号議案 令和 5 年度　福井県沿岸漁業改善資金貸付金特別会計予算

　令和 5 年度福井県沿岸漁業改善資金貸付金特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第 1 条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 91,616千円と定める。　

2 　歳入歳出予算の款項の区分および当該区分ごとの金額は、「別表歳入歳出予算｣ による。

	 令 和 5  年  2  月  8  日 提 出

	 福 井 県 知 事	 杉　　　本　　　達　　　治

第 9号議案　令和 5 年度福井県沿岸漁業改善資金貸付金特別会計予算 49





歳入歳出予算 歳　　　　　　　　　　入 （単位　千円）別　表

款 項 金　　　　　　　　額

財産収入１              17

財産運用収入              17１

繰入金２             128

一般会計繰入金             128１

繰越金３          88,051

繰越金          88,051１

諸収入４           3,420

貸付金元利収入           3,420１

歳　　　　　　　入　　　　　　　合　　　　　　　計          91,616

第８号議案　令和 5年度福井県沿岸漁業改善資金貸付金特別会計予算 351第 9 号議案　令和 5 年度福井県沿岸漁業改善資金貸付金特別会計予算



歳　　　　　　　　　　出 （単位　千円）

款 項 金　　　　　　　　額

農林水産費１          91,616

沿岸漁業改善資金貸付金          91,616１

歳　　　　　　　出　　　　　　　合　　　　　　　計          91,616

第９号議案　令和 5年度福井県沿岸漁業改善資金貸付金特別会計予算 452第 9 号議案　令和 5 年度福井県沿岸漁業改善資金貸付金特別会計予算



第10号議案 令和 5 年度　福井県林業改善資金貸付金特別会計予算

　令和 5 年度福井県林業改善資金貸付金特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第 1 条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 83,538千円と定める。

2 　歳入歳出予算の款項の区分および当該区分ごとの金額は、「別表歳入歳出予算｣ による。

	 令 和 5  年  2  月  8  日 提 出

	 福 井 県 知 事	 杉　　　本　　　達　　　治

第10号議案　令和 5 年度福井県林業改善資金貸付金特別会計予算 53





歳入歳出予算 歳　　　　　　　　　　入 （単位　千円）別　表

款 項 金　　　　　　　　額

繰入金１             444

一般会計繰入金             444１

繰越金２          72,235

繰越金          72,235１

諸収入３          10,859

貸付金元利収入          10,859１

歳　　　　　　　入　　　　　　　合　　　　　　　計          83,538

第10号議案　令和 5年度福井県林業改善資金貸付金特別会計予算 355第10号議案　令和 5 年度福井県林業改善資金貸付金特別会計予算



歳　　　　　　　　　　出 （単位　千円）

款 項 金　　　　　　　　額

農林水産費１          83,538

林業改善資金貸付金          83,538１

歳　　　　　　　出　　　　　　　合　　　　　　　計          83,538

第10号議案　令和 5年度福井県林業改善資金貸付金特別会計予算 456第10号議案　令和 5 年度福井県林業改善資金貸付金特別会計予算



第11号議案 令和 5 年度　福 井 県 県 有 林 事 業 特 別 会 計 予 算

　令和 5 年度福井県県有林事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第 1 条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 1,268,913千円と定める。　

2 　歳入歳出予算の款項の区分および当該区分ごとの金額は、「別表歳入歳出予算｣ による。

	 令 和 5  年  2  月  8  日 提 出

	 福 井 県 知 事	 杉　　　本　　　達　　　治

第11号議案　令和 5 年度福井県県有林事業特別会計予算 57





歳入歳出予算 歳　　　　　　　　　　入 （単位　千円）別　表

款 項 金　　　　　　　　額

使用料および手数料１              71

使用料              71１

国庫支出金２         243,027

国庫補助金         243,027１

財産収入３         172,327

財産売払収入         172,327１

繰入金４         853,488

一般会計繰入金         853,488１

歳　　　　　　　入　　　　　　　合　　　　　　　計       1,268,913

第11号議案　令和 5年度福井県県有林事業特別会計予算 359第11号議案　令和 5 年度福井県県有林事業特別会計予算



歳　　　　　　　　　　出 （単位　千円）

款 項 金　　　　　　　　額

農林水産費１       1,268,913

県有林費       1,268,913１

歳　　　　　　　出　　　　　　　合　　　　　　　計       1,268,913

第11号議案　令和 5年度福井県県有林事業特別会計予算 460第11号議案　令和 5 年度福井県県有林事業特別会計予算



第12号議案 令和 5 年度　福井県用地先行取得事業特別会計予算

　令和 5 年度福井県用地先行取得事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第 1 条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 137,441千円と定める。　

2 　歳入歳出予算の款項の区分および当該区分ごとの金額は、「別表歳入歳出予算｣ による。

	 令 和 5  年  2  月  8  日 提 出

	 福 井 県 知 事	 杉　　　本　　　達　　　治

第12号議案　令和 5 年度福井県用地先行取得事業特別会計予算 61





歳入歳出予算 歳　　　　　　　　　　入 （単位　千円）別　表

款 項 金　　　　　　　　額

諸収入１         137,441

受託事業収入         137,441１

歳　　　　　　　入　　　　　　　合　　　　　　　計         137,441

第12号議案　令和 5年度福井県用地先行取得事業特別会計予算 363第12号議案　令和 5 年度福井県用地先行取得事業特別会計予算



歳　　　　　　　　　　出 （単位　千円）

款 項 金　　　　　　　　額

用地先行取得事業費１         137,441

用地取得事業費         137,441１

歳　　　　　　　出　　　　　　　合　　　　　　　計         137,441

第12号議案　令和 5年度福井県用地先行取得事業特別会計予算 464第12号議案　令和 5 年度福井県用地先行取得事業特別会計予算



第13号議案 令和 5 年度　福井県駐車場整備事業特別会計予算

　令和 5 年度福井県駐車場整備事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第 1 条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 173,431千円と定める。　

2 　歳入歳出予算の款項の区分および当該区分ごとの金額は、「別表歳入歳出予算｣ による。

	 令 和 5  年  2  月  8  日 提 出

	 福 井 県 知 事	 杉　　　本　　　達　　　治

第13号議案　令和 5 年度福井県駐車場整備事業特別会計予算 65





歳入歳出予算 歳　　　　　　　　　　入 （単位　千円）別　表

款 項 金　　　　　　　　額

使用料および手数料１          66,453

使用料          66,453１

繰入金２         106,978

一般会計繰入金         106,978１

歳　　　　　　　入　　　　　　　合　　　　　　　計         173,431

第13号議案　令和 5年度福井県駐車場整備事業特別会計予算 367第13号議案　令和 5 年度福井県駐車場整備事業特別会計予算



歳　　　　　　　　　　出 （単位　千円）

款 項 金　　　　　　　　額

土木費１         173,431

駐車場整備費         173,431１

歳　　　　　　　出　　　　　　　合　　　　　　　計         173,431

第13号議案　令和 5年度福井県駐車場整備事業特別会計予算 468第13号議案　令和 5 年度福井県駐車場整備事業特別会計予算



　令和 5 年度福井県港湾整備事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第 1 条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 3,030,773千円と定める。　

2 　歳入歳出予算の款項の区分および当該区分ごとの金額は、「別表歳入歳出予算｣ による。

（継続費）

第 2 条　地方自治法（昭和22年法律第67号）第212条第1項の規定による継続費の経費の総額および年割額は、次表「継続費」による。

　　　　継　続　費

款 項 事 業 名 総 額 年 度 年 割 額

土 木 費 港 湾 費 敦賀港港湾整備事業
費

千円 令和 5年度 千円

2,28 8 , 7 5 0
5 5 0 , 0 0 0

令和 6年度 1,03 0 , 0 0 0

令和 7年度 708, 7 5 0

（地方債）

第 3 条　地方自治法第230条第 1 項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率および償還の方

法は、次表「地方債」による。

第14号議案 令和 5 年度　福井県港湾整備事業特別会計予算

第14号議案　令和 5 年度福井県港湾整備事業特別会計予算 69



　　　　地　方　債

起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千円

港湾施設整備事業費 1,20 1 , 0 0 0

普通貸借または
証　券　発　行

（政府資金、その他）
7 . 0％以内

償還年限 3 0 年以内

（うち据置期間 5年以内）
ただし、利率見直し方式で
借り入れる政府資金及び地
方公共団体金融機構資金に
ついて、利率の見直しを
行った後においては、当該
見直し後の利率

⎧
⎜
⎜⎜
⎩

⎧
⎜
⎜⎜
⎩

	 令 和 5  年  2  月  8  日 提 出

	 福 井 県 知 事	 杉　　　本　　　達　　　治

第14号議案　令和 5 年度福井県港湾整備事業特別会計予算 70



歳入歳出予算 歳　　　　　　　　　　入 （単位　千円）別　表

款 項 金　　　　　　　　額

使用料および手数料１         406,843

使用料         406,843１

繰入金２       1,422,930

一般会計繰入金       1,422,930１

県債３       1,201,000

県債       1,201,000１

歳　　　　　　　入　　　　　　　合　　　　　　　計       3,030,773
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歳　　　　　　　　　　出 （単位　千円）

款 項 金　　　　　　　　額

土木費１       3,030,773

港湾費       3,030,773１

歳　　　　　　　出　　　　　　　合　　　　　　　計       3,030,773
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第15号議案 令和 5 年度　福 井 県 証 紙 特 別 会 計 予 算

　令和 5 年度福井県証紙特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第 1 条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 1,886,685千円と定める。

2 　歳入歳出予算の款項の区分および当該区分ごとの金額は、「別表歳入歳出予算｣ による。

	 令 和 5  年  2  月  8  日 提 出

	 福 井 県 知 事	 杉　　　本　　　達　　　治
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歳入歳出予算 歳　　　　　　　　　　入 （単位　千円）別　表

款 項 金　　　　　　　　額

繰越金１         300,000

繰越金         300,000１

証紙収入２       1,579,525

証紙収入       1,579,525１

歳　　　　　　　入　　　　　　　合　　　　　　　計       1,879,525
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歳　　　　　　　　　　出 （単位　千円）

款 項 金　　　　　　　　額

総務費１       1,879,525

証紙       1,879,525１

歳　　　　　　　出　　　　　　　合　　　　　　　計       1,879,525
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第16号 議 案 令和 5 年度　   福 井 県 病 院 事 業 会 計 予 算

（総　則）

第 1 条　令和 5 年度福井県病院事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量） 

第 2 条　業務の予定量は、次のとおりとする。

⑴ 病 床 数

県 立 病 院 県立すこやかシルバー病院 計

759床 100床 859床

⑵ 年 間 患 者 数

県 立 病 院 県立すこやかシルバー病院 計

入院 202,369人 31,573人 233,942人

外来 254,575人 8,505人 263,080人

⑶ 1 日平均患者数

県 立 病 院 県立すこやかシルバー病院 計

入院 554人 87人 641人

外来 1,048人 35人 1,083人

⑷ 主な建設改良事業

磁 気 共 鳴 画 像 診 断 装 置 の 更 新 330,000千円

陽子線がん治療センター治療装置更新 1,149,500千円
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こころの医療センター病棟再編事業 267,931千円

（収益的収入および支出）

第 3 条　収益的収入および支出の予定額は、次のとおりと定める。

収　　　　　　　　入

第 1 款 病 院 事 業 収 益 26,664,965千円

　　第 1 項 医 業 収 益 21,606,983千円

　　第 2 項 医 業 外 収 益 4,475,900千円

　　第 3 項 特 別 利 益 582,082千円

支　　　　　　　　出

第 1 款 病 院 事 業 費 用 25,540,014千円

　　第 1 項 医 業 費 用 24,904,936千円

　　第 2 項 医 業 外 費 用 635,618千円

（資本的収入および支出）

第 4 条　資本的収入および支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 1,964,552千円は、

損益勘定留保資金 1,964,552千円で補てんするものとする。）。

収　　　　　　　　入

第 1 款 資 本 的 収 入 5,172,130千円

　　第 1 項 企 業 債 3,196,000千円

　　第 2 項 医 師 公 舎 敷 金 返 還 金 2,278千円

　　第 3 項 繰 入 金 1,972,152千円
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　　第 4 項 そ の 他 資 本 的 収 入 1,700千円

支　　　　　　　　出

第 1 款 資 本 的 支 出 7,136,682千円

　　第 1 項 建 設 改 良 費 3,447,206千円

　　第 2 項 企 業 債 償 還 金 3,185,383千円

　　第 3 項 投 資 504,093千円

（企業債）

第 5 条　起債の目的、限度額、起債の方法、利率および償還の方法は、次のとおりと定める。

起 債 の 目 的 限  度  額 起債の方法 利   率 償還の方法
県 立 病 院
施 設 改 良 事 業 2,100,000千円 普通貸借または

証 券 発 行
7.0％以内 償還年限 30年以内

器 械 備 品 1,096,000千円 〃 〃 償還年限10年以内

（ 政 府 資 金 、そ の 他 ）

（うち据置期間５年以内）

⎧
⎜
⎜
⎜
⎩

ただし、利率見直し方式で
借り入れる政府資金及び地
方公共団体金融機構資金に
ついて、利率の見直しを行
った後においては、当該見
直し後の利率 ⎧

⎜
⎜
⎜
⎩

（うち据置期間１年以内）

その他の事項
⑴　工事またはその他の都合により、起債額の　
　全部または一部を翌年度に繰延起債すること　
　ができる。
⑵　本債の償還は、毎年度２期に分け、各半年　
　分を支払う。ただし、１期に満たない端数が　
　あるときは、日割計算による。
⑶　本債は、その融通条件により変更すること　
　ができる。
⑷　企業財政の都合もしくは政府資金またはそ
　の他の融通条件により、償還年限を変更し、
　または繰上償還し、あるいは低利借換するこ
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（一時借入金）

第 6 条　一時借入金の限度額は、1,100,000千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第 7 条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

　（1）医業外費用に計上した消費税および地方消費税に係る予定額に不足を生じた場合における医業費用からの流用

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第 8 条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、またはそれ以外の経費をその経費の金額

に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

⑴ 職 員 給 与 費 10,807,246千円

⑵ 交 際 費 50千円

（たな卸資産購入限度額）

第 9 条　たな卸資産の購入限度額は、4,166,163千円と定める。

	 令 和 5  年  2  月  8  日 提 出

	 福 井 県 知 事	 杉　　　本　　　達　　　治

　とができる。繰上償還は、据置期間中にもす
　ることができる。
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（総　則）

第 1 条　令和 5 年度福井県臨海工業用地等造成事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量） 

第 2 条　業務の予定量は、次のとおりとする。

⑴ 主要な建設改良事業 付 帯 工 事 費  533,331千円

（収益的収入および支出）

第 3 条　収益的収入の予定額は、次のとおりと定める。

収　　　　　　　　入

第 1款 造 成 事 業 収 益 1,531千円

　　第 1 項 営 業 外 収 益 1,531千円

（資本的収入および支出）

第 4 条　資本的収入および支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的支出のうち福井臨海工業用地等造成事業費 735,865千円は、

土地造成積立金を取り崩し、なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 161,213千円は、過年度分損益勘定留保資金で補

てんするものとする。）。

収　　　　　　　　入

第 1款 資 本 的 収 入 54,857千円

　　第 1 項 貸 付 金 返 還 金 54,857千円

第17号議案 令和 5 年度　 福井県臨海工業用地等造成事業会計予算
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支　　　　　　　　出

第 1款 資 本 的 支 出 951,935千円

　　第 1 項 福井臨海工業用地等
造 成 事 業 費 951,935千円

（一時借入金）

第 5 条　一時借入金の限度額は、100,000千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第 6 条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

　⑴   営業外費用に計上した消費税および地方消費税に係る予定額に不足を生じた場合における営業費用からの流用

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第 7 条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、またはそれ以外の経費をその経費の金額

に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

⑴ 職 員 給 与 費 32,282千円

⑵ 交 際 費 177千円

	 令 和 5  年  2  月  8  日 提 出

	 福 井 県 知 事	 杉　　　本　　　達　　　治
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第18号 議 案 令和 5 年度　  福井県工業用水道事業会計予算

（総　則）

第 1 条　令和 5 年度福井県工業用水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量） 

第 2 条　業務の予定量は、次のとおりとする。

⑴ 給 水 事 業 所 数 県営第一工業用水道 9 ヵ所

福井臨海工業用水道 51 ヵ所

⑵ 給 水 量 県営第一工業用水道 11,188,620㎥／年 30,570㎥／日

福井臨海工業用水道 13,105,362㎥／年 35,807㎥／日

（収益的収入および支出）

第 3 条　収益的収入および支出の予定額は、次のとおりと定める。

収　　　　　　　　入

第 1 款 工 業 用 水 道 事 業 収 益 826,482千円

　　第 1 項 営 業 収 益 793,674千円

　　第 2 項 営 業 外 収 益 32,808千円

支　　　　　　　　出

第 1 款 工 業 用 水 道 事 業 費 用 718,130千円

　　第 1 項 営 業 費 用 676,543千円

　　第 2 項 営 業 外 費 用 41,587千円
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（資本的収入および支出）

第 4 条　資本的収入および支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的支出のうち第一工業用水道設備改良費 7,755千円、およ

び臨海工業用水道設備改良費 36,694千円は、建設改良積立金を取り崩し、なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額

54,857千円は、過年度分損益勘定留保資金で補てんするものとする。）。

収　　　　　　　　入

第 1 款 資 本 的 収 入 97,902千円

　　第 1 項 負 担 金 97,902千円

支　　　　　　　　出

第 1 款 資 本 的 支 出 197,208千円

　　第 1 項 長 期 借 入 金 返 還 金 54,857千円

　　第 2 項 第 一 工 業 用 水 道
設 備 改 良 費 7,755千円

　　第 3 項 臨 海 工 業 用 水 道
設 備 改 良 費 89,408千円

　　第 4 項 臨 海 工 業 用 水 道
建 設 費 45,188千円

（継続費）

第 5 条　継続費の総額および年割額は、次のとおりと定める。

款 項 事業名 総額 年度 年割額
資本的支出 臨海工業用水道

設 備 改 良 費

臨海工業用水道事業

〔沈殿池増設工事〕

2,1 5 6 , 9 9 0 千円 令和 5 年度 75,3 0 6 千円

令和 6 年度 450, 0 1 0 千円

令和 7 年度 352, 5 0 6 千円

令和 8 年度 1,27 9 , 1 6 8 千円
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（一時借入金）

第 6 条　一時借入金の限度額は、100,000千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第 7 条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

　 ⑴　 営業外費用に計上した消費税および地方消費税に係る予定額に不足を生じた場合における営業費用からの流用

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第 8 条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、またはそれ以外の経費をその経費の金額

に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

⑴ 職 員 給 与 費 65,547千円

⑵ 交 際 費 105千円

	 令 和 5  年  2  月  8  日 提 出

	 福 井 県 知 事	 杉　　　本　　　達　　　治
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第19号 議 案 令和 5 年度　  福井県水道用水供給事業会計予算

（総　則）

第 1 条　令和 5 年度福井県水道用水供給事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量） 

第 2 条　業務の予定量は、次のとおりとする。

⑴ 給 水 量 坂 井 地 区 水 道 16,168,050㎥／年 44,175㎥／日

日野川地区水道 18,995,400㎥／年 51,900㎥／日

（収益的収入および支出）

第 3 条　収益的収入および支出の予定額は、次のとおりと定める。

収　　　　　　　　入

第 1 款 水 道 事 業 収 益 3,403,605千円

　　第 1 項 営 業 収 益 3,013,059千円

　　第 2 項 営 業 外 収 益 390,546千円

支　　　　　　　　出

第 1 款 水 道 事 業 費 用 3,062,577千円

　　第 1 項 営 業 費 用 2,899,858千円

　　第 2 項 営 業 外 費 用 162,719千円

（資本的収入および支出）

第 4 条　資本的支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的支出のうち坂井地区水道用水供給事業設備改良費 661,578千円は、建
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設改良積立金を取り崩し、なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 1,401,797千円は、過年度分損益勘定留保資金で

補てんするものとする。）。

支　　　　　　　　出

第 1 款 資 本 的 支 出 2,063,375千円

　　第 1 項 企 業 債 償 還 金 517,478千円

　　第 2 項 坂 井 地 区 水 道 用 水
供 給 事 業 設 備 改 良 費 661,578千円

　　第 3 項 日 野 川 地 区 水 道 用 水
供 給 事 業 設 備 改 良 費 884,319千円

（債務負担行為）
第 5 条　債務負担行為をすることができる事項、期間および限度額は、次のとおりと定める。

事 項 期 間 限 度 額

受 水 流 量 計 更 新 工 事 令和 6 年度 8 , 1 6 2 千円

動 力 設 備 更 新 工 事 令和 6 年度 2 2 5 , 4 4 5 千円

ろ 過 池 改 築 工 事 令和 6 年度 2 1 1 , 7 4 8 千円

浄 水 池 改 築 工 事 令和 6 年度 3 0 7 , 0 1 0 千円

膜 ろ 過 装 置 更 新 工 事 令和 6 年度 6 6 8 , 4 4 3 千円

（一時借入金）

第 6 条　一時借入金の限度額は、100,000千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第 7 条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

　　 ⑴　 営業外費用に計上した消費税および地方消費税に係る予定額に不足を生じた場合における営業費用からの流用
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（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第 8 条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、またはそれ以外の経費をその経費の金額

に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。
⑴ 職 員 給 与 費 180,787千円

⑵ 交 際 費 60千円

	 令 和 5  年  2  月  8  日 提 出

	 福 井 県 知 事	 杉　　　本　　　達　　　治
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（総　則）

第 1 条　令和 5 年度福井県臨海下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量） 

第 2 条　業務の予定量は、次のとおりとする。

⑴ 処 理 量 5,563,932㎥／年 15,202㎥／日

（収益的収入および支出）

第 3 条　収益的収入および支出の予定額は、次のとおりと定める。

収　　　　　　　　入

第 1 款 下 水 道 事 業 収 益 1,245,249千円

　　第 1 項 営 業 収 益 913,393千円

　　第 2 項 営 業 外 収 益 331,856千円

支　　　　　　　　出

第 1 款 下 水 道 事 業 費 用 1,216,145千円

　　第 1 項 営 業 費 用 1,193,957千円

　　第 2 項 営 業 外 費 用 22,188千円

（資本的収入および支出）

第 4 条　資本的収入および支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的支出のうち 18,030千円は建設改良積立金を取り崩し、なお、

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 2,000千円は、過年度分損益勘定留保資金で補てんするものとする。）。

第20号 議 案 令和 5 年度　  福井県臨海下水道事業会計予算
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収　　　　　　　　入

第 1 款 資 本 的 収 入 149,324千円

　　第 1 項 負 担 金 144,309千円

　　第 2 項 国 庫 補 助 金 5,015千円

支　　　　　　　　出

第 1 款 資 本 的 支 出 169,354千円

　　第 1 項 福 井 臨 海 下 水 道
設 備 改 良 費 23,045千円

　　第 2 項 福 井 臨 海 下 水 道
建 設 費 144,309千円

　　第 3 項 予 備 費 2,000千円

（一時借入金）

第 5 条　一時借入金の限度額は、100,000千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第 6 条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

　 ⑴　 営業外費用に計上した消費税および地方消費税に係る予定額に不足を生じた場合における営業費用からの流用

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第 7 条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、またはそれ以外の経費をその経費の金額

に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

⑴ 職 員 給 与 費 45,007千円

⑵ 交 際 費 32千円
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	 令 和 5  年  2  月  8  日 提 出

	 福 井 県 知 事	 杉　　　本　　　達　　　治
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（総　則）

第１条　令和 5 年度福井県流域下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量） 

第 2 条　業務の予定量は、次のとおりとする。

⑴ 年 間 総 処 理 水 量 17,061,000㎥／年 46,742㎥／日

⑵ 主要な建設改良事業 954,000千円

（収益的収入および支出）

第 3 条　収益的収入および支出の予定額は、次のとおりと定める。

収　　　　　　　　入

第 1 款 下 水 道 事 業 収 益 2,561,515千円

　　第 1 項 営 業 収 益 887,172千円

　　第 2 項 営 業 外 収 益 1,674,343千円

支　　　　　　　　出

第 1 款 下 水 道 事 業 費 用 2,658,639千円

　　第 1 項 営 業 費 用 2,630,014千円

　　第 2 項 営 業 外 費 用 28,625千円

（資本的収入および支出）

第 4 条　資本的収入および支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 66,739千円は、過

第21号 議 案 令和 5 年度　  福井県流域下水道事業会計予算
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年度分損益勘定留保資金で補てんするものとする。）。

収　　　　　　　　入

第 1 款 資 本 的 収 入 1,166,721千円

　　第 1 項 企 業 債 248,000千円

　　第 2 項 負 担 金 213,250千円

　　第 3 項 他 会 計 補 助 金 213,471千円

　　第 4 項 国 庫 支 出 金 492,000千円

支　　　　　　　　出

第 1 款 資 本 的 支 出 1,233,460千円

　　第 1 項 企 業 債 償 還 金 279,460千円

　　第 2 項 建 設 改 良 費 954,000千円

（企業債）

第 5 条　起債の目的、限度額、起債の方法、利率および償還の方法は、次のとおりと定める。

起 債 の 目 的 限  度  額 起債の方法 利   率 償還の方法
九 頭 竜 川 流 域
下 水 道 事 業 費 248,000千円 普通貸借または

証 券 発 行
7.0％以内 償還年限 30年以内

（一時借入金）

第 6 条　一時借入金の限度額は、500,000千円と定める。

（ 政 府 資 金 、そ の 他 ） ⎧
⎜
⎜
⎜
⎩

ただし、利率見直し方式で
借り入れる政府資金及び地
方公共団体金融機構資金に
ついて、利率の見直しを行
った後においては、当該見
直し後の利率 ⎧

⎜
⎜
⎜
⎩（うち据置期間５年以内）
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（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第 7 条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

　 （1） 営業外費用に計上した消費税および地方消費税に係る予定額に不足を生じた場合における営業費用からの流用

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第 8 条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、またはそれ以外の経費をその経費の金額

に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

⑴ 職 員 給 与 費 29,631千円

（他会計からの補助金）

第 9 条　流域下水道事業の安定のため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、234,976千円である。

	 令 和 5  年  2  月  8  日 提 出

	 福 井 県 知 事	 杉　　　本　　　達　　　治
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第
二
十
二
号
議
案

福
井
県
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
福
井
県
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

　
令 

和 

五 

年 

二 

月 

八 

日 

提 

出

福

井

県

知

事

杉

本

達

治

福
井
県
条
例
第
　
　
　
号

福
井
県
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
井
県
手
数
料
徴
収
条
例
（
平
成
十
二
年
福
井
県
条
例
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
号
議
案
　
福
井
県
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

九
九



第
二
十
二
号
議
案
　
福
井
県
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
〇
〇



第
二
十
二
号
議
案
　
福
井
県
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
〇
一



附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提

案

理

由

関
係
法
令
の
改
正
等
に
伴
い
、
手
数
料
の
額
の
新
設
等
を
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
。

第
二
十
二
号
議
案
　
福
井
県
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
〇
二



第
二
十
三
号
議
案

福
井
県
退
職
手
当
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

福
井
県
退
職
手
当
基
金
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

　

令 

和 

五 

年 

二 

月 

八 

日 

提 

出

福

井

県

知

事

杉

本

達

治

福
井
県
条
例
第　
　
　

号

福
井
県
退
職
手
当
基
金
条
例

　

（
設
置
）

第
一
条　

福
井
県
職
員
等
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
福
井
県
条
例
第
二
十
五
号
）
に
基
づ
く
退
職
手
当
の
支
給
に
要
す
る
経
費
の
財
源
を
確
保

し
、
財
政
の
健
全
な
運
営
に
資
す
る
た
め
、
福
井
県
退
職
手
当
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。

　

（
積
立
て
）

第
二
条　

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
一
般
会
計
の
歳
出
予
算
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　

（
管
理
）

第
三
条　

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
必
要
に
応
じ
、
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
有
価
証
券
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
運
用
益
金
の
処
理
）

第
二
十
三
号
議
案
　
福
井
県
退
職
手
当
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

一
〇
三



第
四
条　

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
基
金
に
編
入
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
繰
替
運
用
）

第
五
条　

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
お
よ
び
利
率
を
定
め
て
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り

替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
処
分
）

第
六
条　

基
金
は
、
退
職
手
当
の
支
給
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
場
合
に
限
り
、
そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
委
任
）

第
七
条　

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

附

則

　

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提

案

理

由

　

職
員
の
定
年
の
段
階
的
引
上
げ
に
伴
い
、
退
職
手
当
の
支
給
に
要
す
る
経
費
の
財
源
を
確
保
し
、
財
政
の
健
全
な
運
営
に
資
す
る
た
め
、
福
井
県
退
職
手
当
基
金

を
設
置
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
。

第
二
十
三
号
議
案
　
福
井
県
退
職
手
当
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

一
〇
四



第
二
十
四
号
議
案

福
井
県
一
般
職
の
職
員
等
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

福
井
県
一
般
職
の
職
員
等
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

　

令 

和 

五 

年 

二 

月 

八 

日 

提 

出

福

井

県

知

事

杉

本

達

治

福
井
県
条
例
第　
　
　

号

福
井
県
一
般
職
の
職
員
等
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

（
福
井
県
一
般
職
の
職
員
等
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

福
井
県
一
般
職
の
職
員
等
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
福
井
県
条
例
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
四
号
議
案
　
福
井
県
一
般
職
の
職
員
等
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
〇
五



第
二
十
四
号
議
案
　
福
井
県
一
般
職
の
職
員
等
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
〇
六



　

（
福
井
県
一
般
職
の
職
員
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
号
議
案
　
福
井
県
一
般
職
の
職
員
等
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
〇
七



第
二
条　

福
井
県
一
般
職
の
職
員
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
福
井
県
条
例
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

（
福
井
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
号
議
案
　
福
井
県
一
般
職
の
職
員
等
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
〇
八



第
三
条　

福
井
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
福
井
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

附

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
人
事
委
員
会
規
則
へ
の
委
任
）

２　

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

提

案

理

由

　

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
実
情
等
を
踏
ま
え
、
特
殊
勤
務
手
当
の
額
の
改
正
を
行
い
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
。

第
二
十
四
号
議
案
　
福
井
県
一
般
職
の
職
員
等
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
〇
九





第
二
十
五
号
議
案

福
井
県
職
員
等
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
福
井
県
職
員
等
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

　
令 

和 

五 

年 

二 

月 

八 

日 

提 

出

福

井

県

知

事

杉

本

達

治

福
井
県
条
例
第
　
　
　
号

福
井
県
職
員
等
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
井
県
職
員
等
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
福
井
県
条
例
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
五
号
議
案
　
福
井
県
職
員
等
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
一
一



第
二
十
五
号
議
案
　
福
井
県
職
員
等
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
一
二



附

則

第
二
十
五
号
議
案
　
福
井
県
職
員
等
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
一
三



こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提

案

理

由

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
導
入
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
。

第
二
十
五
号
議
案
　
福
井
県
職
員
等
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
一
四



第
二
十
六
号
議
案

福
井
県
指
定
管
理
者
制
度
基
本
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
福
井
県
指
定
管
理
者
制
度
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

　
令 

和 

五 

年 

二 

月 

八 

日 

提 

出

福

井

県

知

事

杉

本

達

治

福
井
県
条
例
第
　
　
　
号

福
井
県
指
定
管
理
者
制
度
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
井
県
指
定
管
理
者
制
度
基
本
条
例
（
平
成
十
八
年
福
井
県
条
例
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
号
議
案
　
福
井
県
指
定
管
理
者
制
度
基
本
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
一
五



附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提

案

理

由

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
。

第
二
十
六
号
議
案
　
福
井
県
指
定
管
理
者
制
度
基
本
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
一
六



第
二
十
七
号
議
案

福
井
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
福
井
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

　
令 

和 

五 

年 

二 

月 

八 

日 

提 

出

福

井

県

知

事

杉

本

達

治

福
井
県
条
例
第
　
　
　
号

福
井
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
井
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
福
井
県
条
例
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
七
号
議
案
　
福
井
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
一
七



附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提

案

理

由

個
人
番
号
を
利
用
で
き
る
事
務
を
拡
充
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
。

第
二
十
七
号
議
案
　
福
井
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
一
八



第
二
十
八
号
議
案

福
井
県
並
行
在
来
線
経
営
安
定
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

福
井
県
並
行
在
来
線
経
営
安
定
基
金
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

　

令 

和 

五 

年 

二 

月 

八 

日 

提 

出

福

井

県

知

事

杉

本

達

治

福
井
県
条
例
第　
　
　

号

福
井
県
並
行
在
来
線
経
営
安
定
基
金
条
例

（
設
置
）

第
一
条　

福
井
県
の
並
行
在
来
線
（
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
新
幹
線
鉄
道
の
路
線
の
開
業
に
伴
い
、

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
か
ら
経
営
が
分
離
さ
れ
る
鉄
道
事
業
に
係
る
路
線
を
い
う
。
）
を
運
営
す
る
鉄
道
事
業
者
の
経
営
の
安
定
に
資
す
る
た
め
、
福
井
県

並
行
在
来
線
経
営
安
定
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。

（
積
立
て
）

第
二
条　

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
一
般
会
計
の
歳
出
予
算
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
管
理
）

第
三
条　

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
必
要
に
応
じ
、
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
有
価
証
券
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
八
号
議
案
　
福
井
県
並
行
在
来
線
経
営
安
定
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

一
一
九



（
運
用
益
金
の
処
理
）

第
四
条　

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
基
金
に
編
入
す
る
も
の
と
す
る
。

（
繰
替
運
用
）

第
五
条　

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
お
よ
び
利
率
を
定
め
て
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り

替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
処
分
）

第
六
条　

知
事
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
基
金
の
設
置
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
の
財
源
に
充
て
る
場
合
に
限
り
、
基
金
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
処

分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
委
任
）

第
七
条　

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

附

　

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提

案

理

由

　

並
行
在
来
線
が
長
期
に
渡
り
安
定
し
て
経
営
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
福
井
県
並
行
在
来
線
経
営
安
定
基
金
を
設
置
し
た
い
の
で
、

こ
の
案
を
提
出
す
る
。

第
二
十
八
号
議
案
　
福
井
県
並
行
在
来
線
経
営
安
定
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

一
二
〇



第
二
十
九
号
議
案

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

　
令 

和 

五 

年 

二 

月 

八 

日 

提 

出

福

井

県

知

事

杉

本

達

治

福
井
県
条
例
第
　
　
　
号

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
福
井
県
条
例
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
九
号
議
案
　
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
二
一



第
二
十
九
号
議
案
　
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
二
二



第
二
十
九
号
議
案
　
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
二
三



附

則

　
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
八
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
三
条
の
改
正
規

定
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提

案

理

由

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
。

第
二
十
九
号
議
案
　
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
二
四



第
三
十
号
議
案

福
井
県
立
美
術
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
福
井
県
立
美
術
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

　
令 

和 

五 

年 

二 

月 

八 

日 

提 

出

福

井

県

知

事

杉

本

達

治

福
井
県
条
例
第
　
　
　
号

福
井
県
立
美
術
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
（
福
井
県
立
美
術
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
福
井
県
立
美
術
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
二
年
福
井
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
（
福
井
県
立
若
狭
歴
史
博
物
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
福
井
県
立
若
狭
歴
史
博
物
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
七
年
福
井
県
条
例
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
号
議
案
　
福
井
県
立
美
術
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
二
五



　
　
次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
（
旅
館
業
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正
）

第
四
条
　
旅
館
業
法
施
行
条
例
（
昭
和
三
十
三
年
福
井
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
（
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
三
条
　
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
福
井
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
号
議
案
　
福
井
県
立
美
術
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
二
六



附

則

　
こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提

案

理

由

　
博
物
館
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
。

第
三
十
号
議
案
　
福
井
県
立
美
術
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
二
七





第
三
十
一
号
議
案

福
井
県
こ
ど
も
家
族
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
福
井
県
こ
ど
も
家
族
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

　
令 

和 

五 

年 

二 

月 

八 

日 

提 

出

福

井

県

知

事

杉

本

達

治

福
井
県
条
例
第
　
　
　
号

福
井
県
こ
ど
も
家
族
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
井
県
こ
ど
も
家
族
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
九
年
福
井
県
条
例
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
一
号
議
案
　
福
井
県
こ
ど
も
家
族
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
二
九



附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提

案

理

由

福
井
県
こ
ど
も
家
族
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、
利
用
料
金
を
改
定
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
。

第
三
十
一
号
議
案
　
福
井
県
こ
ど
も
家
族
館
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
三
〇



第
三
十
二
号
議
案

福
井
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
要
件
に
関
す
る
条
例
お
よ
び
福
井
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
お
よ
び
運
営
の
基
準
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

福
井
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
要
件
に
関
す
る
条
例
お
よ
び
福
井
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
お
よ
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

　

令 

和 

五 

年 

二 

月 

八 

日 

提 

出

福

井

県

知

事

杉

本

達

治

福
井
県
条
例
第　
　
　

号

福
井
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
要
件
に
関
す
る
条
例
お
よ
び
福
井
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
お
よ
び
運
営
の
基
準
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

（
福
井
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
要
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

福
井
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
要
件
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
福
井
県
条
例
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

附
則
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
認
定
こ
ど
も
園
の
職
員
資
格
に
係
る
特
例
）

一
三
一

第
三
十
二
号
議
案
　
福
井
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
要
件
に
関
す
る
条
例
お
よ
び
福
井
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
お
よ
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
部
改
正
に
つ
い
て



２　

園
児
の
登
園
ま
た
は
降
園
の
時
間
帯
そ
の
他
の
園
児
が
少
数
で
あ
る
時
間
帯
に
お
い
て
、
別
表
第
一
の
一
の
部
１
の
項
下
欄
本
文
の
規
定
に
よ
り
認
定
こ
ど

も
園
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
職
員
の
数
が
一
人
以
下
と
な
る
場
合
に
は
、
当
分
の
間
、
同
部
２
の
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
部
１
の
項
の
規
定
に
よ

り
認
定
こ
ど
も
園
に
置
く
も
の
と
さ
れ
る
職
員
の
う
ち
一
人
は
、
知
事
が
幼
稚
園
免
許
状
所
有
者
（
同
部
２
の
項
に
規
定
す
る
幼
稚
園
免
許
状
所
有
者
を
い

う
。
以
下
附
則
第
七
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
ま
た
は
保
育
士
と
同
等
の
知
識
お
よ
び
経
験
を
有
す
る
と
認
め
る
者
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

別
表
第
一
の
一
の
部
２
の
項
下
欄
㈠
お
よ
び
㈡
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保
育
士
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
幼
稚
園
免
許
状
所

有
者
ま
た
は
小
学
校
教
諭
も
し
く
は
養
護
教
諭
の
普
通
免
許
状
（
同
項
下
欄
㈡
本
文
に
規
定
す
る
普
通
免
許
状
を
い
う
。
次
項
お
よ
び
附
則
第
七
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
を
有
す
る
者
（
現
に
当
該
施
設
に
お
い
て
主
幹
養
護
教
諭
お
よ
び
養
護
教
諭
と
し
て
従
事
し
て
い
る
者
を
除
く
。
次
項
お
よ
び
附
則
第
七
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
部
２
の
項
下
欄
㈡
た
だ
し
書
⑵
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

４　

別
表
第
一
の
一
の
部
２
の
項
下
欄
㈡
本
文
の
規
定
に
よ
り
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
幼
稚
園
免
許
状
所
有
者
ま
た
は
保
育
士
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
小

学
校
教
諭
ま
た
は
養
護
教
諭
の
普
通
免
許
状
を
有
す
る
者
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
者
は
補
助
者
と
し
て
従
事
す
る
場

合
を
除
き
、
教
育
課
程
に
基
づ
く
教
育
に
従
事
し
て
は
な
ら
な
い
。

５　

一
日
に
つ
き
八
時
間
を
超
え
て
開
所
す
る
認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て
、
開
所
時
間
を
通
じ
て
必
要
と
な
る
職
員
の
総
数
が
、
利
用
定
員
に
応
じ
て
置
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
職
員
の
数
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
別
表
第
一
の
一
の
部
２
の
項
の
規
定
に
よ
り
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
幼
稚
園
免
許
状
所
有
者
ま
た
は
保

育
士
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
開
所
時
間
を
通
じ
て
必
要
と
な
る
職
員
の
総
数
か
ら
、
利
用
定
員
に
応
じ
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
職
員
の
数
を
差
し
引

い
て
得
た
数
の
範
囲
で
、
知
事
が
幼
稚
園
免
許
状
所
有
者
ま
た
は
保
育
士
と
同
等
の
知
識
お
よ
び
経
験
を
有
す
る
と
認
め
る
者
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
者
は
補
助
者
と
し
て
従
事
す
る
場
合
を
除
き
、
教
育
課
程
に
基
づ
く
教
育
に
従
事
し
て
は
な
ら
な
い
。

６　

別
表
第
一
の
一
の
部
２
の
項
下
欄
㈠
の
規
定
に
よ
り
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保
育
士
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
一
人
に
限
っ
て
、
当
該
認
定
こ
ど
も
園

に
勤
務
す
る
保
健
師
、
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
（
以
下
「
看
護
師
等
」
と
い
う
。
）
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
満
一
歳
未
満
の
子
ど
も

の
数
が
四
人
未
満
で
あ
る
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
に
関
す
る
知
識
と
経
験
を
有
す
る
看
護
師
等
を
配
置
し
、
か
つ
、
当
該
看
護
師
等
が
保
育
を

行
う
に
当
た
っ
て
当
該
認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
士
に
よ
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
三
二

第
三
十
二
号
議
案
　
福
井
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
要
件
に
関
す
る
条
例
お
よ
び
福
井
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
お
よ
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
部
改
正
に
つ
い
て



７　

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
り
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
を
も
っ
て
代
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
者
の
総
数
は
、
別
表
第
一
の
一
の
部
１
の
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
こ
ど
も
園
に
置
く
も
の
と
さ
れ
る
職
員
の
数
の
三
分
の
一
を
超
え
て
は
な
ら
な

い
。

　
　

次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

一
三
三

第
三
十
二
号
議
案
　
福
井
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
要
件
に
関
す
る
条
例
お
よ
び
福
井
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
お
よ
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
部
改
正
に
つ
い
て



　

（
福
井
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
お
よ
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

福
井
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
お
よ
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
六
年
福
井
県
条
例
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　
　

次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

一
三
四

第
三
十
二
号
議
案
　
福
井
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
要
件
に
関
す
る
条
例
お
よ
び
福
井
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
お
よ
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
部
改
正
に
つ
い
て



附

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
福
井
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
要
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２　

認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て
、
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
福
井
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
要
件
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
別
表

第
一
の
十
一
の
部
４
の
項
下
欄
㈢
⑵
の
通
園
を
目
的
と
し
た
自
動
車
を
運
行
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
自
動
車
に
改
正
後
の
条
例
別
表
第
一
の
十
一
の
部
４
の

項
下
欄
㈢
⑵
に
規
定
す
る
ブ
ザ
ー
そ
の
他
の
車
内
の
子
ど
も
の
見
落
と
し
を
防
止
す
る
装
置
（
以
下
「
ブ
ザ
ー
等
」
と
い
う
。
）
を
備
え
る
こ
と
に
つ
き
困
難
な

事
情
が
あ
る
と
き
は
、
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
改
正
後
の
条
例
別
表
第
一
の
十
一
の
部
４
の
項
の
下
欄
㈢
⑵
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
自
動

車
に
ブ
ザ
ー
等
を
備
え
て
子
ど
も
の
所
在
の
確
認
を
行
う
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
認
定
こ
ど
も
園
は
、
ブ
ザ
ー
等
の
設
置
お
よ
び
使
用

に
代
わ
る
措
置
を
講
じ
て
子
ど
も
の
所
在
の
確
認
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
三
五

第
三
十
二
号
議
案
　
福
井
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
要
件
に
関
す
る
条
例
お
よ
び
福
井
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
お
よ
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
部
改
正
に
つ
い
て



提

案

理

由

国
の
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
お
よ
び
運
営
の
基
準
に
係
る
関
係
省
令
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
。

一
三
六

第
三
十
二
号
議
案
　
福
井
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
要
件
に
関
す
る
条
例
お
よ
び
福
井
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
お
よ
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
部
改
正
に
つ
い
て



第
三
十
三
号
議
案

福
井
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
お
よ
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
福
井
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
お
よ
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

　
令 

和 

五 

年 

二 

月 

八 

日 

提 

出

福

井

県

知

事

杉

本

達

治

福
井
県
条
例
第
　
　
　
号

福
井
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
お
よ
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
（
福
井
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
お
よ
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
福
井
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
お
よ
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福
井
県
条
例
第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
三
号
議
案
　
福
井
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
お
よ
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
三
七



　
（
福
井
県
指
定
障
害
児
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
お
よ
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
三
条
　
福
井
県
指
定
障
害
児
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
お
よ
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福
井
県
条
例
第
七
十
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
（
福
井
県
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
の
人
員
、
設
備
お
よ
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
福
井
県
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
の
人
員
、
設
備
お
よ
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福
井
県
条
例
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
三
号
議
案
　
福
井
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
お
よ
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
三
八



附

則

　
こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提

案

理

由

　
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の
制
定
に
伴
い
、
関
係
条
例
に
お
け
る
規
定
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
。

第
三
十
三
号
議
案
　
福
井
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
お
よ
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
三
九





第
三
十
四
号
議
案

福
井
県
医
師
確
保
修
学
資
金
等
貸
与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

福
井
県
医
師
確
保
修
学
資
金
等
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

　

令 

和 

五 

年 

二 

月 

八 

日 

提 

出

福

井

県

知

事

杉

本

達

治

福
井
県
条
例
第　
　
　

号

福
井
県
医
師
確
保
修
学
資
金
等
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
井
県
医
師
確
保
修
学
資
金
等
貸
与
条
例
（
平
成
二
十
年
福
井
県
条
例
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
号
議
案
　
福
井
県
医
師
確
保
修
学
資
金
等
貸
与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
四
一



附

則

　

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提

案

理

由

　

県
外
大
学
医
学
部
生
等
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
を
強
化
す
る
た
め
の
修
学
研
修
資
金
の
貸
与
制
度
を
整
備
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
。

第
三
十
四
号
議
案
　
福
井
県
医
師
確
保
修
学
資
金
等
貸
与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
四
二



第
三
十
五
号
議
案

福
井
県
立
病
院
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
福
井
県
立
病
院
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

　
令 

和 

五 

年 

二 

月 

八 

日 

提 

出

福

井

県

知

事

杉

本

達

治

福
井
県
条
例
第
　
　
　
号

福
井
県
立
病
院
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
井
県
立
病
院
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
徴
収
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
井
県
条
例
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
五
号
議
案
　
福
井
県
立
病
院
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
四
三



第
三
十
五
号
議
案
　
福
井
県
立
病
院
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
四
四



附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提

案

理

由

福
井
県
立
病
院
に
お
け
る
出
産
に
関
す
る
手
数
料
の
新
設
等
を
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
。

第
三
十
五
号
議
案
　
福
井
県
立
病
院
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
四
五





第
三
十
六
号
議
案

福
井
県
営
産
業
団
地
整
備
事
業
特
別
会
計
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
福
井
県
営
産
業
団
地
整
備
事
業
特
別
会
計
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る

　
令 

和 

五 

年 

二 

月 

八 

日 

提 

出

福

井

県

知

事

杉

本

達

治

福
井
県
条
例
第
　
　
　
号

福
井
県
営
産
業
団
地
整
備
事
業
特
別
会
計
条
例

　
（
設
置
）

第
一
条
　
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
福
井
県
営
産
業
団
地
整
備
事
業
の
円
滑
な
運
営
と
そ
の
経
理

の
適
正
を
図
る
た
め
特
別
会
計
を
設
置
す
る
。

　
（
歳
入
お
よ
び
歳
出
）

第
二
条
　
こ
の
会
計
に
お
い
て
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
、
企
業
債
に
よ
る
収
入
、
土
地
売
払
収
入
等
を
も
っ
て
そ
の
歳
入
と
し
、
当
該
事
業
に
要
す
る
経
費

の
支
出
を
も
っ
て
そ
の
歳
出
と
す
る
。

附

則

第
三
十
六
号
議
案
　
福
井
県
営
産
業
団
地
整
備
事
業
特
別
会
計
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

一
四
七



　
こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提

案

理

由

　
福
井
県
営
産
業
団
地
整
備
事
業
の
円
滑
な
運
営
と
そ
の
経
理
の
適
正
を
図
る
た
め
、
福
井
県
営
産
業
団
地
整
備
事
業
特
別
会
計
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

こ
の
案
を
提
出
す
る
。

第
三
十
六
号
議
案
　
福
井
県
営
産
業
団
地
整
備
事
業
特
別
会
計
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

一
四
八



第
三
十
七
号
議
案

福
井
県
特
別
経
済
対
策
産
業
団
地
整
備
基
金
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

　
福
井
県
特
別
経
済
対
策
産
業
団
地
整
備
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

　
令 

和 

五 

年 

二 

月 

八 

日 

提 

出

福

井

県

知

事

杉

本

達

治

福
井
県
条
例
第
　
　
　
号

福
井
県
特
別
経
済
対
策
産
業
団
地
整
備
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　
福
井
県
特
別
経
済
対
策
産
業
団
地
整
備
基
金
条
例
（
平
成
二
十
五
年
福
井
県
条
例
第
四
十
二
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

　
こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
五
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提

案

理

由

　
福
井
県
特
別
経
済
対
策
産
業
団
地
整
備
資
金
貸
付
事
業
の
終
了
に
伴
い
、
福
井
県
特
別
経
済
対
策
産
業
団
地
整
備
基
金
条
例
を
廃
止
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提

出
す
る
。

第
三
十
七
号
議
案
　
福
井
県
特
別
経
済
対
策
産
業
団
地
整
備
基
金
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

一
四
九





第
三
十
八
号
議
案

福
井
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
福
井
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

　
令 

和 

五 

年 

二 

月 

八 

日 

提 

出

福

井

県

知

事

杉

本

達

治

福
井
県
条
例
第
　
　
　
号

福
井
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
福
井
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
徴
収
条
例
（
昭
和
六
十
年
福
井
県
条
例
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
八
号
議
案
　
福
井
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
五
一



第
三
十
八
号
議
案
　
福
井
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
五
二



第
三
十
八
号
議
案
　
福
井
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
五
三



第
三
十
八
号
議
案
　
福
井
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
五
四



附

則

　
こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提

案

理

由

　
設
備
の
整
備
等
に
伴
い
、
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
の
額
を
定
め
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
。

第
三
十
八
号
議
案
　
福
井
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
五
五





第
三
十
九
号
議
案

福
井
県
産
業
振
興
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
福
井
県
産
業
振
興
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

　
令 

和 

五 

年 

二 

月 

八 

日 

提 

出

福

井

県

知

事

杉

本

達

治

福
井
県
条
例
第
　
　
　
号

福
井
県
産
業
振
興
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
福
井
県
産
業
振
興
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
福
井
県
条
例
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
九
号
議
案
　
福
井
県
産
業
振
興
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
五
七



附

則

　
こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提

案

理

由

　
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
の
利
用
料
金
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
が
社
会
情
勢
の
変
化
に
応
じ
て
弾
力
的
に
定
め
ら
れ
る
よ
う
所
要
の
規
定
を
整
備
し
た
い
の
で
、
こ
の

案
を
提
出
す
る
。

第
三
十
九
号
議
案
　
福
井
県
産
業
振
興
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
五
八



第
四
十
号
議
案

福
井
県
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
福
井
県
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

　
令 

和 

五 

年 

二 

月 

八 

日 

提 

出

福

井

県

知

事

杉

本

達

治

福
井
県
条
例
第
　
　
　
号

福
井
県
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
井
県
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
福
井
県
条
例
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
号
議
案
　
福
井
県
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
五
九



第
四
十
号
議
案
　
福
井
県
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
六
〇



第
四
十
号
議
案
　
福
井
県
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
六
一



第
四
十
号
議
案
　
福
井
県
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
六
二



第
四
十
号
議
案
　
福
井
県
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
六
三



附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提

案

理

由

県
営
改
良
住
宅
の
廃
止
に
伴
い
、
関
係
規
定
を
削
除
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
。

第
四
十
号
議
案
　
福
井
県
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
六
四



第
四
十
一
号
議
案

福
井
県
立
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
福
井
県
立
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

　
令 

和 

五 

年 

二 

月 

八 

日 

提 

出

福

井

県

知

事

杉

本

達

治

福
井
県
条
例
第
　
　
　
号

福
井
県
立
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
井
県
立
学
校
職
員
定
数
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
福
井
県
条
例
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
一
号
議
案
　
福
井
県
立
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
六
五



附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提

案

理

由

児
童
、
生
徒
数
の
変
動
等
に
伴
い
、
福
井
県
立
学
校
職
員
の
定
数
を
改
定
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
。

第
四
十
一
号
議
案
　
福
井
県
立
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
六
六



第
四
十
二
号
議
案

市
町
立
学
校
県
費
負
担
教
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
市
町
立
学
校
県
費
負
担
教
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

　
令 

和 

五 

年 

二 

月 

八 

日 

提 

出

福

井

県

知

事

杉

本

達

治

福
井
県
条
例
第
　
　
　
号

市
町
立
学
校
県
費
負
担
教
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

市
町
立
学
校
県
費
負
担
教
職
員
定
数
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
福
井
県
条
例
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
二
号
議
案
　
市
町
立
学
校
県
費
負
担
教
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
六
七



附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提

案

理

由

児
童
、
生
徒
数
の
変
動
等
に
伴
い
、
市
町
立
学
校
県
費
負
担
教
職
員
の
定
数
を
改
定
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
。

第
四
十
二
号
議
案
　
市
町
立
学
校
県
費
負
担
教
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
六
八



第
四
十
三
号
議
案

福
井
県
公
安
委
員
会
等
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
福
井
県
公
安
委
員
会
等
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

　
令 

和 

五 

年 

二 

月 

八 

日 

提 

出

福

井

県

知

事

杉

本

達

治

福
井
県
条
例
第
　
　
　
号

福
井
県
公
安
委
員
会
等
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
井
県
公
安
委
員
会
等
手
数
料
徴
収
条
例
（
平
成
十
二
年
福
井
県
条
例
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
三
号
議
案
　
福
井
県
公
安
委
員
会
等
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
六
九



附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

提

案

理

由

道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
特
定
自
動
運
行
許
可
申
請
手
数
料
等
を
新
設
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
。

第
四
十
三
号
議
案
　
福
井
県
公
安
委
員
会
等
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
七
〇




